
▼課題一覧 ［一般課題 ］

※1 ワークは、オプションでご提供します。◆印は、要約問題共通のワークです。
※2 ○印は200字増、★印は字数を変えずにリピートします。

タイプ 課題内容 適性 難易度 字数 ワーク※1 リピート
添削※2

要約1問型

香りの効果 心理・身体 標準 80 ◆
高齢者介護と対人社会サービス 福祉 標準 100 ◆
日本の育児様式 教育・福祉 標準 100 ◆
言語感覚と情報 情報・社会・文化 標準 100 ◆
介護をこえて 社会・福祉 標準 150 ◆
教育にも時差がある 教育 標準 150 ◆
情報的同調 心理 標準 150 ◆
こころの処方箋 心理・福祉 標準 150 ◆
経験と思考力 教育 標準 150 ◆

要約2問型
問題１「香りの効果」／問題２「言語感覚と情報」 標準 80＋100 ◆
問題１「日本の育児様式」／問題２「こころの処方箋」 標準 100＋150 ◆
問題１「言語感覚と情報」／問題２「こころの処方箋」 標準 100＋150 ◆

課題文要約
＋論述型

集団の中で一人でいること 社会・心理 標準 100＋400 ○
同調圧力との付き合い方 教育・心理 標準 100＋600
子どもにとって良い成育環境 教育・福祉 標準 100＋600
インターネットにおける自己表現 教育・社会・理系 標準 100＋600
時間が無言の重圧になること 経済・社会 発展 200＋600
日本文化について 社会・文化 発展 200＋600
これからの情報社会のあり方について 社会・情報・理系 発展 200＋800

テーマ型

自分のことは自分がいちばんよくわかっている 人間・心理 基礎
400 ○ ○
600 ○

好き嫌いなくなんでも食べなさいという考え方について 社会・文化・教育 基礎
400 ○
600 ○

身近な場所にコンビニがあることの良い点と問題点 社会 基礎
400 ○
600 ○

「文系」に必要な能力、「理系」に必要な能力 教育 基礎 600 ○
小学校の授業で英語を勉強すること 教育・国際 基礎 600 ○
大学で学びたいことと人・モノとの関わり 推薦系 標準 600 ○ ○
二兎を追う者は一兎をも得ず 社会 標準 600 ○

学科での学びと社会貢献 推薦系 標準
600 ○ ○
800 ○

自分の好きなことを仕事にすべきである 社会 標準
600 ○
800 ○

無理に他人と合わせるくらいならば一人でいたほうがよい 社会・心理 標準
600 ○
800 ○

高齢者の運転 社会・法 標準
600 ○
800 ○

18歳選挙権 社会・法 標準 800 ○ ○
エスカレータの片側通行 社会・法 標準 800 ○

「あそび」の意義 社会・教育 発展 800 ○
監視社会化 社会・法 発展 800 ○ ○
二十一世紀における「共生」 社会・理系 発展 1000 ★
探究活動レポート添削 探究学習 発展 1000 ★

現代社会における「死」 法・社会・理系 発展 ※2025年度リニューアル予定。
詳細は営業担当にお尋ねください。

小論文講座

最新情報はWebサイトをご覧ください。
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※1 ワークは、オプションでご提供します。◆印は、要約問題共通のワークです。
※2 ○印は200字増、★印は字数を変えずにリピートします。

タイプ 課題内容 適性 難易度 字数 ワーク※1 リピート
添削※2

課題文型

稲盛氏の企業理念 経済・経営 基礎 400 ○ ○
集団の中で一人でいること 社会・心理 基礎 400 ○ ○

「教えないから伸びる」という意見について 教育 標準 600 ○ ○
お金持ちになれば幸せになれる 社会・経済 標準 600 ○
恥ずかしさの感覚を大事にすること 心理・教育・社会 標準 600 ○
これからの日本企業に求められる姿勢 経済・経営 標準 600 ○ ○

稲盛氏の企業理念と持続可能な社会 社会・SDGs 標準
600 ○ ○
800 ○

近代科学の問題点 法・社会・理系 標準
600 ○ ○
800 ○

インターネットにおける自己表現 教育・社会・理系 標準
600 ○
800 ○

子どもにとって良い成育環境 教育・福祉 標準 800 ○
同調圧力との付き合い方 教育・心理 標準 800 ○

「他人の眼」と共生社会 社会・人間 標準 800 ○ ○
時間の創造（現代社会を生きる私たちの時間との関わり） 経済・社会 発展 800 ○ ○
時間が無言の重圧になること 経済・社会 発展 800 ○
これからの情報社会のあり方について 社会・情報・理系 発展 800 ○
日本文化について 社会・文化 発展 800 ○
プロダクト・イノベーション 経済・経営 発展 800 ○ ○
自営業者と雇用者 経済・経営 発展 800 ○ ○

「責任のあり方」について 法・社会 発展 800 ○

科学技術における「インフォームド・コンセント」 法・社会・理系 発展 ※2025年度リニューアル予定。
詳細は営業担当にお尋ねください。

量から質への産業構造の転換 経済・経営 発展 1000 ○ ★
資料型 朝食の欠食と現代社会 教育・社会・理系 標準 150＋600 ○

志望理由書
（テーマ型） 大学への志望理由 推薦系 ※2025年度、標準／応用の

２レベルでリリース予定。

添削・評価の例
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